
2015～2016年度 No.1

　第 　 ７ 　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

出　席　者 近藤地区ガバナー 村木第１副地区ガバナー 細川第２副地区ガバナー

○  L 山本 康弘　　委員長 ○  L 杉山 賢二　副委員長 ○  L 桂 太郎  　 副委員長

 L 川俣 貴三雄 副委員長 ○  L 伊藤　勝 　 副委員長 ○  L 多田 好延  委員

○  L 川村 宣禎  　委員  L 立花 佳志美  委員 ○  L 丸山 摩紗  委員

 L 神保 欣正 　 委員 ○  L 松村 明夫   　委員  L 小川 竜太  委員

 L 佐々木 洋文 ＳＰＡ

　出席オブザーバー ○  指導力育成委員会 L脇村 孝友 委員長

○  指導力育成委員会 L 知野 秀雄 副委員長 ○  L 上杉 秀樹 ＣＡＢ副幹事

次　　　第

1

2 指導力育成委員会 委員長挨拶

3

4

5

① 12月17日 広報情報委員会インタビュー報告（Ｌ山本委員長）

② 12月18日 第６回指導力育成委員会報告（Ｌ脇村委員長）

③ 近藤ガバナー年頭挨拶について（Ｌ山本委員長）

④ 期首からの会員動静について（Ｌ山本委員長）

⑤ その他

6

① 第1回臨時キャビネット会議 委員長報告書について

② (仮称)クラブサクセスセミナーについて

③ 公認ガイディングライオンのスキルアップについて

④ ＣＥＰの促進について

⑤ その他

7 閉会挨拶

8 次回委員会開催日

議　　　題

1

育成委員会の皆様に心より感謝申し上げる。新年を迎え、後半の活動に向けて

引き続きご指導ご協力をお願いしたいとの委員長挨拶がなされた。

前半の委員会活動は、公認ガイディングライオン研修会の実施やクラブ概況表の更新など

近藤ガバナーの諮問に則った意義ある内容となったことを委員会メンバー並びに指導力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 司会・進行　Ｌ 伊藤　勝 副委員長

委員長挨拶

司会者・書記係の選任

前回議事録の承認

報告事項

審議事項

委　員　会　報　告

クラブサクセス・CEP・会員維持委員会

 L　山本康弘

　２０１６年　１　月　７　日　木 曜日　　　　１５時　４５分　～　１７時　４５分

キャビネット事務局 会議室（大）

報告事項の概要

委員長挨拶



議　　　題

2

3

4 前回議事録の承認

第６回委員会議事録は承認された。

5

①

広報情報委員会Ｌ赤尾委員長のテーマに基づいて、指導力育成委員会Ｌ脇村委員長と共に

②

引き続きメンバーズ・マニュアルの校正を行った。年内に校正作業を完了する予定であった

が、念のため、さらにメンバーの校正を経て、次回委員会で最終確認を行う事になった。

③ 近藤ガバナー年頭挨拶について（Ｌ山本委員長）

との報告があった。また、３月３日に３３２－Ｃ地区と共催でフジコ・ヘミング女史による東日本

復興支援チャリティコンサートを仙台市泉創造文化センター（イズミティ２１）に於いて開催する

④ 期首からの会員動静について（Ｌ山本委員長）

⑤ その他

別紙7月から11月までの会員動静に関して、特に会員数の増減があるクラブについて

第二国際副会長候補として女性の元国際理事が国際協会公認候補としてエンドースされる

ピックアップし、多くの増数が家族会員の入会数であり、新規設立クラブ関係の退会や再入

交互に発行されており、インタビューが掲載されるVOL.4号は２月頃リリース予定であるが、

12月18日 第６回指導力育成委員会報告（Ｌ脇村委員長）

また、東京湧水LC、東京ベイLCへの訪問を予定している。

本年６月に予定されている第９９回福岡国際大会では第三国際副会長が選出され

電子版のため、地区ホームページから閲覧頂きたい。

出席者全員より、年頭の挨拶がなされた。

報告事項

12月17日 広報情報委員会インタビュー報告（Ｌ山本委員長より）

３３０−Ａ地区ポケットニュースの取材を受けた。ポケットニュースは印刷板と電子版が

司会者・書記係の選任

司会者にL伊藤副委員長、書記係にL杉山副委員長が選任された。

などが目立つ結果となっている。

No.2

報告事項の概要

頂きながら、楽しい懇親会となった。

１２月１８日の第６回指導力育成委員会はホテルマリナーズコート東京で開催し、

委員会終了後の望年会では、村木第一副地区ガバナーも参加され、美味しいフグ料理を

指導力育成委員会委員長挨拶



議　　　題

6

①

②

他のイベントとの兼ね合いや、メンバーが参加しやすい週末を鑑みて、開催日は３月１９日

土曜日とし、AP西新宿５F会議室Cにて７２名の参加を募ることとなった。

セミナー名称は、闊達な意見交換の結果、判りやすさを考慮して「会員維持のためのスキル

アップセミナー」に決定した。また、セミナー内容については、次第案に基づいて協議した。

指導力育成委員会と当委員会にて各1テーマを担当する。

③

④

地区内では３クラブしか実施していない。プログラムの簡略化や、先ずは「地域社会奉仕

ニーズ調査」だけに取り組んで見るようにクラブ会長に勧めるなど、様々な意見が出たが、

引続き検討することとなった。

7

 L 桂副委員長より閉会の挨拶と２次会の案内がなされた。

作　成　者

Ｌ川俣副委員長所属の東京吉祥寺ＬＣに依頼し、あと２クラブは統計データを参考にしながら

次回委員会にて決定する。１時間のワークショップは２つのテーマをグループで協議するが

引続き検討することとなった。

国際協会のCEPプログラムは時間的、人的ハードルや、メンバーの認知度の低さから、現在

(仮称)クラブサクセスセミナーについて

指導力育成委員会 Ｌ脇村委員長より「ライオンズ必携の重要性」について講義頂く。

エクステンションしたクラブを公認ガイディング経験者からとクラブ側からの意見

公認ガイディングライオンのスキルアップについて

クラブからの事例発表では、過去５年間に入会したメンバーが１名しか退会していない

　 L 杉山 賢二

No.3

審議経過事項の概要

審議事項

第1回臨時キャビネット会議 委員長報告書について

次回開催日時
　　　　　　場所

　２０１６年 ２月　４日　　木曜日　　　　１５時　４５分　～　１７時 ３０分

　キャビネット会議室（大）

の両視点から見ることが重要であるとの意見がでた。今後その時期や内容に関して

Ｌ橋口ＧＬＴコーディネーターより要請があり、クラブへのＣＥＰ実施の促進について協議した。

閉会挨拶

第1回キャビネット会議の委員長報告書は、期日の関係で委員会メンバーの事前承認を

得ないまま提出した経緯説明の後、事前にメール配信された第1回臨時キャビネット会議 

委員長報告書について満場一致にて承認された。

はじめに、L山本委員長より「統計データに基づく会員維持の現状」を発表頂き、続いて

公認ガイディングライオン資格取得者をフォローするためにどうすればいいかを協議した結果

CEPの促進について


